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数字で見る「リズム時計」

（単位：億円）

営業利益は9億95百万円（前年同
期比17.0％増）となりました。時計
事業と電子事業で減益となりまし
たが、接続端子事業およびプレシ
ジョン事業が好調に推移したことに
より、全体で増益となりました。

（単位：%）

売上高営業利益率は3.2%となり、
前年同期の2.6%から良化しまし
た。特にプレシジョン事業の生産ラ
インの合理化・効率化による大幅
な営業利益率改善が寄与しました。

（単位：億円）

売上高は315億16百万円（前年同
期比5.4％減）となりました。接続端
子事業およびプレシジョン事業が
好調で増収となりましたが、時計事
業と電子事業で減収となり、結果、
全体では減収となりました。

（単位：円）

株主還元につきましては、安定配
当、概ね30%の配当性向を基本と
し、自己株式の取得も継続的かつ
機動的に実施してまいりました。当
期の配当は30円とさせていただき
ました。（当社は平成29年10月１日
付で普通株式10株につき１株の割
合で株式併合を行っております。）

（単位：億円）

親会社株主に帰属する当期純利益
は5億31百万円となり、前年同期
の1百万円から大幅に増加しまし
た。

（単位：％）

海外売上高比率は36.8%となり、
前年同期の36.4％から0.4ポイン
ト増加しました。時計事業がウォッ
チ販売事業から撤退したことによ
る影響はありましたが、接続端子事
業、プレシジョン事業、電子事業で
のベトナムやインドネシアでの受注
拡大が寄与しました。
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TOPICS

2018年3月期の当社グループは、前年同期に比べ売上
高は減収となりましたが、営業利益は増益となり、経常利
益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても増益
となりました。

セグメント別の概況としましては、接続端子事業は家電・
自動車・AV機器向けの部品の受注が好調に推移し、また
工場での採算の改善もあり、売上高、営業利益ともに増収
増益となりました。プレシジョン事業も工作機械部品や車
載・事務機器向けの精密加工部品の受注が拡大し、製造
ライン合理化も寄与し、増収増益となりました。一方、時計
事業は国内の量販店での売上減少や不採算商品の縮小、
また海外でのウォッチ販売事業からの撤退が影響し売上高
は減収、更に、ブランド構築費などの費用の増加により営
業損失となりました。電子事業はベトナムの電子機器EMS
受注増による海外での増収があったものの、国内での情報
機器の想定以上の受注減少や不採算ビジネスの対処費用
の計上により、減収、営業損失となりました。

当社グループでは、一昨年策定しました中期経営計画を
基に収益性（売上高営業利益率）と資本効率（ROE）の改善
を課題とし、海外売上高の拡大や構造改革、自己株式の取
得などに取り組んでおります。計画の2か年が経過し、
2 0 1 8年3月期は売 上 高 営 業 利 益 率が3.2％、ROEが
1.8％となりました。ともに上昇傾向ではございますが、経
営環境の変化と構造改革を引き続き進めていくため目標
値の見直しを行い、最終年度（2019年3月期）売上高営業
利益率4.1％、ROE3.3％を目指し取り組んでまいります。
また、海外売上高比率も年々上昇し36.8％となり当初から
の目標の40％に向けて今後も拡大を図ってまいります。安
定した経営基盤の確立に向け、持続的な事業ポートフォリ
オの見直しや事業シナジー効果の見込めるM＆Aなどにも
引き続き取り組んでまいります。

代表取締役社長�

価値向上に努めてまいります。
現在時計事業が核となり、様々なブランディング活動を

実施しております。新製品開発では、JAPAN MADEなど
の付加価値の高い中高級品やお客様ニーズに対応した製
品、またこれからのIoT時代に向けた新しいクロックの開発
にも取り組んでおります。若年層の認知度拡大を図りファッ
ション性の高いウォッチシリーズも発売いたしました。また、
営業・商品・販促が連動しクロックギフト啓蒙に取り組み、
半年間テレビCMの放映も行いました。

更に、地域・社会への貢献活動として、さいたま市を拠点
とする浦和レッズをオフィシャルサポーターとして応援して
おり、2月には練習施設への時計の寄贈も行いました。その
他、子どもたちにものづくりの楽しさを伝えるめざまし時計
組立教室の開催、埼玉県内の保育施設への時計寄贈、周辺
地域の清掃活動等、様々な貢献活動を通じブランドの価値
を高めてまいります。また、各事業のカテゴリーNo.1の実現
により「RHYTHM」をプロダクトブランドとしてだけでなく
コーポレートブランドとしても価値向上させるべく、グルー
プ一体となって取り組んでまいります。

当社グループは「精密分野でのカテゴリーNo.1の実現」
を目標に掲げ、9つの製品分野でお客様から最も信頼され
る企業になるべく経営資源を集中し、「RHYTHM」ブランド

■ 目標とする経営指標

経営指標 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
（目標）

売上高営業利益率（％） 1.7 2.6 3.2 4.1
自己資本当期純利益率（％） 3.1 0.0 1.8 3.3
連結売上高（億円） 333 333 315 330
海外売上高比率（％） 32.8 36.4 36.8 40.0

な設備投資計画として、まずは今年度国内で新工場の建設
を行い、工作機械部品の生産能力の最大化を図ります。ま
た2019年度竣工予定の金型・成型工場の建設準備も進
めてまいります。永年培ってきた高難易度の精密金型・成
型技術は現在ミクロン単位の精度まで向上し、世界中のお
客様から高い評価をいただいておりますが、技術進歩とと
もに拡大する市場の要望に対しより高い水準で応えるため
に、更なるレベルアップに挑戦してまいります。

また、接続端子事業では、原材料費の高騰などへ対処す
るため、半自動化や自動化のための設備投資を進め生産効
率の向上を図ります。時計事業では、ベトナム工場と中国工
場の連携を強化し、事業部一体となった運営により最適化
生産を進めます。電子事業では「電子機器などのEMS」をカ
テゴリーNo.1を目指す分野に掲げ、ベトナムでの受注拡大
を図り生産性向上と合理化の推進に取り組んでまいります。

株主の皆様には、当社グループの取り組みにご理解いた
だき、引き続き一層のご支援を賜りますようお願い申し上
げます。

各事業において、設備投資を含む生産能力・効率の向上
に取り組んでまいります。

特にプレシジョン事業につきましては2か年に亘る大き

トップメッセージ

2018年3月期決算について

生産体制の強化による更なる飛躍を目指す

収益性と資本効率を改善し、
安定した経営基盤を確立

精密分野でのカテゴリーNo.1実現と
ブランド価値向上

若い世代からのRHYTHMブランドの認
知度拡大を図り、ファッション性の高い
ウォッチシリーズを発売（クォーツウォッ
チ：12月～、スマー
トウォッチ：2018
年3月～）。上質な
素材と飽きのこな
いデザインで好評
発売中。

RHYTHM新ウォッチシリーズ
「cenno（チェンノ）」を発売

決算説明会
（11月30日）

成長分野である工作機械部品分野や
精密成形部品分野の生産能力増強に
向けた2018年度からの新工場建設、設
備投資についてリリース発表しました。

東北リズム新工場建設、
設備投資についてリリース発表

オフィシャル
スポンサーと
して球場に大
型 時 計を設
置しました。

楽天イーグルスの球場に
大型時計を設置

FBCハノイ 2018ものづくり商談会
リズムプレシジョンベトナムは3月8日～9日、日越
製造業のマッチングイベントに出展しました。

浦和レッズへ時計贈呈
オフィシャルパートナーとして
応援する浦和レッズの大原練
習場増設に伴い、2月16日、オ
リジナルデザインの屋外設備
時計、屋内用掛時計、オフィ
シャルウォッチを贈呈しました。

卓上USBファン「Silky Wind」
シリーズより、風力・静音性の
改良と更なる
コンパクト化
を実現した第
2世代モデル
が登場。

Silky Wind S発売

Bluetooth®のペアリングにより端末に保存した
音源をワイヤレス再生できる新しい壁掛時計

「TOKIOTO」シリーズより、電波時刻修正機能付
きの新モデルが登場。
ハンズフリーでの通話
などスマートフォンへの
音声操作が可能です。

TOKIOTO2発売

決算説明会（5月31日）

8月2日～3日に「経済産業省子どもデー」、また8月20日
に福島県いわき市において、日本時計協会協賛イベント

『めざまし時計組立教
室』に協力し、めざまし
時計組立・オリジナル
文字板の製作を通して
子どもたちにものづくり
の楽しさを広めました。

9月8日、パレスホテル東京におい
て、リズムブランドのイメージ向上
と新製品の発表を目的とした新製
品発表会を実施し、次世代商品群
開発やギフト需要喚起の取り組み
などのプレゼンテーションを行いま
した。

新製品発表会2017香港ウォッチ＆クロックフェア
リズム香 港は9月5
日～9日、世界最大
級の時計見本市「香
港ウォッチ＆クロック
フェア」に出展し、80
型を超える新製品の
紹介を行いました。

浦和レッズオフィシャルウォッチ
25th Anniversary発売

浦和レッズ25周
年を記念したコ
ラボレーション
ウォッチを数量
限定発売。

東北リズムは7
月6日、工 場 周
辺 地 域の美 化
を目的とし地域
の方々とともに
清掃活動を実施
しました。

東北リズム周辺地域の清掃活動

ホームページリニューアル

めざまし時計組立教室
クロックを贈ることをテーマとしたテレビ
CMを10月から半年間放送しました。

ギフトをテーマにテレビCM放送

リズム協伸インドネ
シアはレベルインジ
ケーター（二輪車油
圧ブレーキのオイル
量確認窓）生産のた
め、横型成形機を導
入しました。

接続端子事業 横型成形機導入
麗声実業（東莞）は
ゴミ混入を防止し
品質を向上させる
ため、工場の一部成
形加工エリアをク
リーンルーム化しま
した。

成形加工エリアのクリーンルーム化

■ グローバルネットワーク（2018年6月20日現在）

RHYTHM INDUSTRIAL 
（DONG GUAN）LTD. 

RHYWACO（H.K.）CO., LTD.
RHYTHM INDUSTRIAL（H.K.）LTD. 

RHYTHM PRECISION VIETNAM CO., LTD. 
KYOSHIN VIETNAM CO．，LTD．
RHYTHM KYOSHIN HANOI CO., LTD. 

KYOSHIN INDUSTRY ASIA PTE LTD 
REPRESENTATIVE OFFICE in THAILAND
KYOSHIN INDUSTRY ASIA PTE LTD

PT. RHYTHM KYOSHIN INDONESIA

RHYTHM U.S.A., INC.

東北リズム株式会社 
リズム協伸株式会社 
リズムサービス株式会社
リズム開発株式会社
株式会社プリテック

KOREA RHYTHM CO., LTD.

リズム時計工業株式会社RHYTHM KYOSHIN CO., LTD. 
EUROPE REPRESENTATIVE 
OFFICE.

麗声実業（東莞）は9
月2 1日～2 3日、日
中製造業のマッチン
グイベントに出展し
ました。

FBC上海2017
ものづくり商談会

時計事業 ： クロック・小型ファン・防災行政ラジオ
接続端子事業 ： 接続端子・小型精密プレス部品
プレシジョン事業 ： 精密金型・精密加工部品
電子事業 ： 電子機器などのEMS・加飾複合品

カテゴリーNo.1を目指す分野

4月 5月 2月6月 8月 11月 1月12月7月 3月9月 10月
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環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを使用して印刷しています。
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

お問い合わせ先
〒330-9551 
埼玉県さいたま市大宮区北袋町一丁目299番地12
TEL.048（643）7211（代表）
http://www.rhythm.co.jp/

33,338 33,332 31,516

2016.3 2017.3 2018.3

33,000
（予想）

2019.3

■ 売上高 （単位：百万円）

2016.3 2017.3 2018.3 2019.3

32.8
36.836.4

40.0
（予想）

■ 海外売上高比率 （単位：%）

2016.3 2017.3 2018.3 2019.3

■■ 営業利益 ●● 売上高営業利益率

553

1.7

851

2.6

995

3.2

1,340
（予想）

4.1
（予想）

■  営業利益 （単位：百万円）／ 
売上高営業利益率 （単位：%）

■■ 総資産 ■■ 純資産

2016.3 2017.3 2018.3

45,195 44,521

32,118 31,263
41,036

28,775

■ 総資産／純資産 （単位：百万円）

769
956

1,131

2016.3 2017.3 2018.3

1,400
（予想）

2019.3

■ 経常利益 （単位：百万円）

2016.3 2017.3 2018.3 2019.3

3.1

0.0

1.8

3.3
（予想）

■ ROE （単位：%）

1,053

1

531

2016.3 2017.3 2018.3

950
（予想）

2019.3

■  親会社株主に帰属する 
当期純利益 （単位：百万円）

30 30

2016.3 2017.3

30

2018.3

30
（予想）

2019.3

■ 1株あたりの配当 （単位：円）

決算ハイライト

会社・株式情報

当社は平成29年10月1日付で普通株式10株
を1株に併合いたしました。1株あたりの配当金
額は過年度に塑及して修正しております。

社 名 リズム時計工業株式会社
設 立 1950年（昭和25年）11月7日
資 本 金 123億7,284万円
従 業 員 数 連結 3,067名　単体 230名
主要営業品目 各種クロック・ウオッチ・接続端子部品・

精密金型・成形部品・情報機器・車載機器・
電子部品・その他精密機械各種

事 業 所 本社　 〒330-9551 埼玉県さいたま市大宮区 
北袋町一丁目299番地12 
電話：048（643）7211（代表）

益子工場
東京支店　大阪支店

代表取締役社長 樋口　孝二
取締役常務執行役員 奥田　伸一郎
取締役常務執行役員 平田　博美
取締役（監査等委員） 小泉　裕一
取締役（監査等委員） 高木　権之助※

取締役（監査等委員） 山下　和彦※

取締役（監査等委員） 鈴木　欽哉※

常務執行役員 湯本　武夫
執 行 役 員 石井　浩
執 行 役 員 関根　文男
執 行 役 員 酒井　清貴
執 行 役 員 北坂　享正
執 行 役 員 木村　務
執 行 役 員 細川　修

※ 取締役（監査等委員）高木権之助氏、山下和彦氏、鈴木欽哉氏は会社法第2
条第15号に定める社外取締役であります。

役員 （2018年6月20日現在）会社概要 （2018年3月31日現在）

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（ お 問 合 せ 先 ）

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全
国各支店で行っております。

当社は、効率的な業務運営・合理化による収益力の向上および財務体
質の強化を通じ、皆様に対する安定的な利益還元を行うことを基本とし
ており、当期の期末配当は1株あたり30円とさせていただきました。

株主還元策について
発行可能株式総数 18,522,900株
発行済株式の総数 9,385,093株
株主数 9,292名
所有者別株式分布状況（株数比率）

株式の状況 （2018年3月31日現在）

証券会社 1.5％ 自己株式 12.0％
外国法人等 9.8％

金融機関
32.6％

その他国内法人 11.3％

個人その他
32.7％

自己株式の取得
●�2017年5月25日から2018年3月23日�
までに取得した株式総数� 1,015,600株

自己株式の消却
●消却予定日� 2018年6月29日
●消却する株式の数� 1,000,000株

  （消却前の発行済株式総数の10.7％）
●消却後の発行済株式総数� 8,385,093株

株主メモ
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